
野22伊豆大島三原山噴火調査報告

大島測候所

伊豆大島三原山は昭和 14年 9月の小活動以来静穏の欣態を綾けてゐたが

昭和 15年 SFJ19日突如活動しy多量の熔岩片を掲出した.活動は同日午前

2時頃に始まり 6時過ぎには殆ど格熔した.

本所三原山観測所では噴火欣態を詳細に観測し夜明けと共に火口附近の踏査

を行ひフ笠20日には中央気象墓から沃遣された本多技師の一行の御協力を得て

再び火口附近の調査を行った・

ヨえに今同の活動の欣況及び踏査結果の概要を報告する.

野立音噴火前に於ける三原山火口の決況 川島 常 吉

同 三原山噴火営時の朕況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北 。 黒IJ

同 三原山噴火口附近踏査報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・北 勤，]If島常吉

同 三原山噴火口附近踏査報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・川島常吉，柳瀬踊松

同 三原山噴火の長津呂観測所に於ける遠望麗

測;伏況・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鈴 木 正 一 郎

同 三原山噴火の微動験測結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹 花 峰 夫

同 三原山噴火前後の気象扶惑......'0..........渡謹百助，柴 長

岡 子原山噴火に依る被害調査・・・・・・・・・・・・・・・・・大島 測 所

昭和 15年1月以降の三原山火口観測表・・・・・・・・ J・・・・・・・・・大 島 測 候 所

三原山火山毛に就て・....，....-，..ー".， ..‘・ー・・・・・・・・・・・竹花峰夫，鈴木正一郎

犬島元村附近にある湧ァ1c井の水温の襲化・・・・・・・・・・・・・・・・・.;'1 島 常 吉

Fすi;官噴火前に於ける三原山火口の朕況

)11 島 λ!!~ 
n1 

本所に於ては毎月 3同火口踏査を行ひ共の 1旬開に於ける愛化放態を観測

してゐる.爆登前 3同の観測に依る朕態は弐の通りである.
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蒸気温度 噴 煙
y観 誤リ 時 備 考

A B C 量 濃さ 高さ 色 流向

71月52年5日 17時 00分 。e 。日 ι、巴

55.7 73.0 75.5 O O不明淡青 N 測温場所は火口国 H

8 5 17 -00 51.2 59.5 74.2 11 1 200 決 WSW へA直.B線.0には2A0mを東の間E隔L順を次置西く

8 15 15 05 51.8 61.3 74;0 O 。不明淡菅 可V 煙の量及ぴ濃吉程度は0.1.2

眺望良好F 火口底北側壁の崩潰に依り相蛍埋まり，南側の崖下

から煙が出る，熔岩は見えす";:，煙量少し蒸気温度は平常より

柏、々高く，鳴動なし.

火口の獄態

7月 25日

三原山火口底見取固く昭和 15年 8月 15日♂ 16時 10分頃〉
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8月 5 日 火口底よく見ゆ(別紙見取聞のま日し〉火白壁崩れ底に堆積し棺々

平坦とたあ熔岩見えすτ，蒸気東側に多く，西側に少L.，温度

は4-， B，共に低く C，精々高し，火口壁の所々崩れたる跡

認めらる.鳴動 2同(5分間〉内 I同柏、々 大.

8月 15日 イ.定観測個所より観測.，8月 5日と比較L.，火口壁の崩潰に

依るものか底柏、々浅く友る形態には大差たしF 煙は東側壁の出

張った下方から出て居り噴気少L.，南々西内輪壁より噴出する

蒸気は最近共の量少く友るF爆音は大韓 5分聞に 2同位で(程

度弱〉蓮銭的にあり〔寝真(3)其の 2).

ロ.西側展望墓より観測，熔岩認めらる.約5分間置きに爆音

と共に少量の熔岩を噴き出すy 共の附近は噴出せる熔岩が堆積

してF 閤錐形の如く高く左り(茨焼かまの天井へ穴を明けたる

が如し〉口内の熔岩は絶え十激動してゐる.(見取園を附す〉

(内輪山壁上火口茶屋附近より，火口全景を撮る〉・・〔弱震(3)1 ) 

倫，火口案内者の語る所に依れば此の活動は 8月 13日正午

、頃より開始されたといふ.

昭和 15年
8月 19"EI 三原山噴火営時の吠況

北 勃

8月 19日三原山噴火営時三原山観測所にて観測し;わ状況を弐に述べる.

蛍夜筆者は 1時宇頃一度起きて観測室から火口の方を眺めたが別に異欣を認

め左かった.再び、寝か Lった頃窓ガラス(銭筋コンクリート建銭枠付の頑丈左

もの〉がガグガグ揺れるのに気付いたが風が出たかと思って(12"-13米/秒位の

風速時に於ける感じ)，窓を締附けよラとしてふと外の方を見た時噴火口が猛烈

に噴火してゐるのを認めたので直ちに宿直定夫を起し配備に就いた.

各方面への手配を行ふと共に1名は必十噴火朕態K注視してゐる事にした.

以下観察した事を列記する.因に観測所より火口迄の直線距離は南東へ約 1800
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米である.

2時頃より活動が始まったも，のと思はれる(微動計に極く徴かに記象し始む〉

2時宇頃御紳火茶屋の家人間受む(此頃より微動計記象明らかに出始む〉

3時 10分観測所起出る(此頃微動計記象一時大きくたる〉

絶間無くドウドウと云ふ鳴動が響いて来る.窓ガラスはガグガグするが爆

音らしい大きた音は聞えて来友い.シユウシユウと云ふ昔が徴かに問える.

員紅色に輝く熔岩片がかたまって空高く噴出される様は花火も及ぼぬ紅観

であるi高さは並の時で約 200米，爆を達時には 500米以上にも昇る.よ

く見ると熔岩は主として:火口の南寄の方 100米位の幅で，残合会 200米の

幅は煙が主に噴出してゐる.従来の火口の幾分南隅に新噴出口が出来て披

がった様に見受けられる.(高さは何れも火口縁からの高あ常時蛍所に於

て噴煙等の高さ測定用に設けてあるスケールに依る〉

山頂附近は弱い南寄の風で大きた愛化は起ら友い(別項の気象観測表参照〉

噴煙は 1000米位迄は割合速く垂直にもくもくと上昇するがその遅から動

作緩慢とたつで容積雲般に色も白くなり朝顔型に末虞がgりにえにつてゐる様

だ.数粁以上の上空は東寄の風らしく雲に愛った噴煙は高く頭上を覆ひつ

つある.月齢は丁度 15日に嘗る.四国はまだ薄暗いので噴火の火が映っ

て人の顔が淡紅色に見え火焔に向ふと幾分転射に依る熱を感宇る.大きな

爆登の後は少々熱い位である.

熔岩の飛ぶ方向及び出方は一定してゐたい.爆設が起る毎K先づ真黒い煙

と共に大型の熔岩を混じたものが多くドツと飛出す.それから少時その欣

態が震いて失第に細かいものばかりと友るが時々真赤K塊まって多数瀧の

様に噴出する事もある.風向は南西が多かったので噴煙は屡北東へ押流さ

れて冷えて黒くたった小さな熔岩が雨の様に降ってゐるのを見掛けた.大

き友熔岩にたると垂直に打上るとは限らす=放出された方向へ斜に可成の距

離(水平に 400米位〉迄飛行するのもあって地面に落下しでも数秒間は赤

‘く光ってゐる.

比較的真上に打上られたものは念な掲物線を重き乍ら火口から飛出す瞬間

ElPち初速度は目測で 60米位のものが500米位上ると殆んε停止紙態に注
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りその時の形はほY卵形をして長軸は水平よりも幾分科に傾いてゐる.そ

れが弐第に速度を増し乍ら落下するのだが卵形から弐第に長軸が伸びて細

長くなり次いで雨端が上方に曲り勾玉形の火山弾が出来上るのが見える此

の形に成りきるのは大鐘250米附近であ右大きいのは，火口茶屋(火口

中心より手前へ400米に在る〉附近に立ってゐる人影に比較して見て等身

大位のもの迄ある.

3時 58分より頭上の高""噴煙か

ら生じた雲笠から示。ツリポツリ

と大粒の雨が降り始めた.嘗る

感じが異ってゐるので白紙上に

受けて仔細に検すると 1粍内外

のコ{クス般の黒い火山砂を中

心にして縁還が濡れてゐる.

岩片を芯に持つ雨滴かとも察

せられる.

4時 20分迄濃いて後は別に限に

見える様えにものは降ら友い.

との時の降下物は大穂770睡

/米2の割合であった.

4時 00分気象観測を行ふ.

爆禁は間断なく起ってゐるがそ

の目立ったものを共に摘記す
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4時 45分可成大きく爆養;する音は聞えないが空振で窓ガラスが激Lくガタ

ガタする.

4時 50.分新爆禁起る.黒煙天に(rllす.

4時 53分新爆裂と共に音の輪が現はる(第1園は嘗時の模様をスケツチし

たものである)，少し大きい爆裂があって黒煙が吹上った際，闘の様に淡

r 紅色の輸がバツと現はれて別に移動せ宇2秒間で治えた一番内側の輪は不

。
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鮮明であった.

4時 54分新爆登

4時 55分可成り大きな熔岩 1個東へ内輪山の外斜面迄飛ぶ.

4時 57分火照りで一寸熱く感十る.大型熔岩が多数北へ飛ぶ.内輪山を越

すものもある.

5時 00分気象観測を行ふ.小爆穫は約 10秒、1なきにある.

5時 05分より約 1分台きに大きた爆稜がある.5時10分の時よりは爆音

が大きく聞える.四園が明kあるいので

小爆宮稜愛は 3秒秒、3烏忌きにある.

5時 10分頃噴煙の上昇速度を測定して見る.前述の噴煙の高度測定器を使

用して火口上 60米から 300米の間邸ち 240米昇るのに要する時間を秒

時計で浪Ijってその平均値を求めた.中心部の速い部分は 30m/se~. 少し:端

の遅い部分で 10""-20m/sec.の値を得た.1000米も昇ると念に速度は小さ

く友る様花見える.

5時 20分から急:に爆設が溺まって来た.25分， 26分に中位なもの， 29分，

34分には大きたもの， 35， 36， 37， 38分には中位たもの， "44分， 45分

には柏大き友ものがあって以後 5秒台きの小爆設が 5時 58分迄績いて

ぴったりと止んだ.5時以後は爆設は大きいが間隔があって噴煙は途切れ

勝ちであった.

6時五分再び新爆稜が大きく起る.空振は強いが爆音は問えたい.績いて

2，3秒置きに小さなものがあって.6時四分止む.

その後はすっかり静かになり噴煙も止まった.

向波浮港気候観測所よりの報告に依れば同地に於ける噴火営時の欣況は弐の

如くである.

1. 音響を諒取したる時間及強さの程度爆音を聴取せ宇硝子戸の振動を感

じたり.其の器、取時間 10日午前 5時より同 7時迄.

2. 噴火最盛時に於ける遠望欣況 午前4時宇頃差木地村下地に於ける遠望

は黒煙筆島方面に流る Lものありたり.

く 31~) 



3. 降友の程度 1800千方糎(戸外にあり L狙板面積〉に 16.5立方糎の降

友にして，漸く地上叉は樹葉上を粗に一面に掩ふ程度なり.

4. 其他特に注意観察せる事項友は針欣の結晶(火山毛の断片〉を含み木

の葉には突刺さ Lるものありたり.

Fすij官三原山火口附近踏査報告

北 勃， }fI 島常吉

著者等は噴火直後の 19日午前 8時宇頃より噴火現場の踏査を行うた.3たに

其の概要を報告する.

火口茶屋に向った内輪山の外斜面は中腹遅から庭々親指大のコークスえた熔岩，

片が落ちてゐる.火口茶屋附近は幾分多いがそとと Lと云ふ程度で粒は少し大

きく在る.

火口は南西の縁が20米許り後退して大きくなってゐる(貼線で示す).NE一

事 1園火口附近の闘
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7 
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swに長軸を持つ卵形で、凹凸がとれて滑らかに注り大きく見える〔第一国及び、

口絵馬異 (1) 園参照 J~

馬の背欣の内輪山の頂線を右方へ行くと南側頂黒占附近迄はバラパラ落ちてゐ

る程度，何れも気泡の多い軽いコ{クス欣の熔岩で、砂地へ落ちて潰れてゐるの

が多い粘性が大と見え割自に糸の様なすち、を引いてゐる.大きいので拳2倍大

である.此の遅から先は堆積が弐第に厚く主主って来るぐ第1闘参照).南東のA

黙に来ると径 30糎の火山弾が落ちて砂地に径1米の跳ね廻った国窪を劃して

南の隅に止ってゐた(潟異第2園).火山弾の下へ寒暖計を永れると 76.
0

5Cあっ

た(1，0時 17分).コークス朕り堆石は 7糎位積ってゐる.底の温度は 33.
0

7.C

ある.ヂリヂリと云ふ徴か友音がする堆石の冷めて行く時出るものらしい.外

気にふれる部分は黒色からアノレマイトの様友色に愛ってゐるが下面等は黒光り

がし艶がある.

B黒占に到ると径 15~短内外の火山弾が数個落ちてゐる.

最高C貼(剣ケ峰〉に至る.疾風程度の南西風に火山砂が混じて吹き付ける.

噴煙は極微量だがゴJ ツと云ふ鳴動が時々積いて起る.火口縁が崩れ落ちて砂

煙の吹上る事があり，それが飛んで来たとも考へられる.

寒暖計を差込んで堆石の底の温度を計ると 32
0

.5Cあった (10時 52分).

ヨえに D 黙で堆石を掘って 25糎の底の温度を計る 74
0

.5Cある.D黙とE黒占

との中間では数は砂いが大型のものが多い.

11時 30分E黙に至るi径 50糎内外のものがそとと ¥K落ちてゐる.粘性

が大きいと見えて砂地にた Lきつけられた様に偏干に友つてゐるものが多い

(潟員第4国).一つの火山弾に就て少しく精査して見た. ~pち始め径 60 糎あ

る外側を粘い熔岩が包んだものが砂地へ落ちて来たらしく径 100粧深さ 20糎

の穴を作うて更にバウンドして北へ 160糎飛び辛うじて止ってゐる.その際北

側の外皮が破れて芯の径 40糎の赤味を帯びた丸い内側の熔岩が顔を出してゐ

る(潟員第5園参照).此の場合も外皮は粘性の大きい震か一面に美事在すぢを

引いてゐるー火山総とでも云ふ可きであらう.

11時040分ぐ噴出後約 7時間位)ζの芯の表面に寒暖計を嘗てると 85
G.5C

K昇り底と砂面の聞に寒暖計を差込むと 1290 • 2 C迄昇った.
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次に内輪山内側に降りて火:口の扶況を観察に向ふ.火口の周国に近づく程熔

岩塊は大型とたり等身大から犠大，更に成牛大のもの迄あって，赤味を帯び、た

所謂明治大正熔岩からなる内輪内側を黒く塗り潰さんばかりに覆ってゐる.火

口北東縁の小高い丘はコ{クス欣堆石で、 2米近くも更に高く友った模様であ

る. }'結に到る.角材で作った展望塞は甚しく破壊され熔岩を浴びた柵がまだ

煙を上げて燃えてゐた(弱震第 6園).・

ヨたに南へ廻ってG黙へ行く，盆々熱く熔岩を踏んで行く足の裏に熱が透って

来る.大き友熔岩を避けて冷えた小熔岩の上を撰んで進むが， G賠近くにたる

と暫らくもー箇所に停止して居られたい.熱気は 5，"60度はあるだらラ.

G黙で火口!去を覗く，以前 400米位あった深さが 200米位に埋ってしまっ

て赤茶色の岩屑と庭々黒い岩砂が見える.煙は南々西の火口jまから 2，30米上

った横合の庭から青白色のものが徴量出てゐるだ白である.火口が全く塞って

しまってゐるので何時大爆設があるかも知れぬので危険と認め引返し，常時火

口観測の際噴気の温度を観測して居る場所 H 黙に於て 2箇所測定を行ひ，夫

々 5r.3及 72
C

.Oを得た.

Fすi;百三原山噴火口附近踏査報告

川島常古，柳瀬稲松

筆者等は前日の踏査に引綬き 8月 20日中央気象墓本多技師一行と共に再

度火口附近の踏査を行った.以下にその結果の概要を報告する.

i) 火口内の模様

今岡の噴火に依り，火口底に著しく愛化を来した其の主友るものを奉げれ

ば，

(イ〉火口底浅くなる.噴火前の約 300~ は推測約 200m--230 m となる.

底が凹形で、あったのが略々千坦となる.

(ロ) 8月 19日には底に赤熱熔岩の露出を認めす;:，煙は北及南々西壁(底

より約 30m上方〉の層の裂目から 2ケ所出てゐる.南々西からの方が量
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柏、々多し，爆音は約 2分間置きにあわ共の度に幾分噴煙量を増す (8月

19日午前現在〉

(ノサ 噴火前火口周遅から各庭で盛んに出てゐた噴気は現在は殆んど認めら

れで示、平時測候所にて噴気温度を測定する個所(北技手報文第 1園 H)に

極く微量噴出するを認む

(ニ〉煙の色は極薄青，量極少，硫黄臭なし.

(ホ) 8月 20日朝の踏査では火口底の熔岩の露出認めらる.底中央より柏、

々東寄り約 5分毎に爆音と同時に少量の熔岩を噴出す.火口よりの噴煙は

認められす".

(へ) 20日朝は噴煙及噴気，火口壁より 5ケ所(北. 2.南々西.2. 東.

1.内 2ケ所は前日と同ーの個所，イ可れも底より 2，30m上方〉混じて共

に少量出る"(火口底の形朕馬民 3.共の 3).

ii) 19"-'20日の 2日聞に於ける噴出熔岩の冷却獄態に闘する簡翠な測定

19---20日の雨日の踏査の際各同一個所にて携帯用最高寒暖計を用ひ丈噴出

熔岩層の下及火山弾表皮の温度を測定し其の冷却朕態の簡車な測定を行っ

た.下表のC，D 地黙の熔岩層は何れも小砂利，コークス様のものである.

火口際火山弾の温度は， 150
0Cの寒暖計のみ携行せるため 19日のは推測で

あるべ該火山弾の大健の大きさは直径 90cm略々固形〉何分にも観測同教が

少いため，此の値より其の冷却の程度を正確に推測するととは出来ないが，

大健此の結果より見れば火山弾は容積が大であっても割合比冷却が平丈，堆

積層の底はか友り遅い様である.

帯G地下黒2占5熔cm宕 I 帯D地下貼25熔cm岩 火 山 弾 火口際，火山弾

測定月日
温度 表温度面 表地温面接度時刻 時期j 温度 時刻 時刻 温 度

15年
m 

月8 日 h m OC 11 m OC h 。。 OC 
>200.0。0C 19 10 52 32.5 11 00 74.5 11 40 85.5 129.2 13 10 

8 20 9 30 29.6 10' 10 50.3 10 40 24.5 28.9 8 40 75.8 

iii) 其の他の獄況

(イ〉、8月 19日及び 20日に於けるA，.B，C地帯の特に異った黙を奉げ

れば盛んに問えたピジピンといふ音(熔岩の冷却する際起るものと思はる〉
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が逢に減じたとと.

(ロ〉 黒く艶々してゐた熔岩表面の光津は殆んど失はれ，鈍い淡褐色を呈し

てゐる.然しイ可れも金属的の感じを奥へる.

(ノサ火口附近新熔岩屠上に於ける身健に奥へる感覚比温度高く，南々西

側火口総より約 3mの庭にては 60
0

C を超す程で息苦しく軽き目肢を感

じ，激烈友渇を莞ゆy 同一ケ所に 5分間も止るととは不可能である.

(ニ〉 噴火前の定観測地黙にて測定せる雨日の噴気温度は女表の遁りであ

る.

蒸気温度 理t 煙

現 前j 時 備 考
'A B C 量 濃 τF主5 色 流向

一
151年9 目 II 。C O(J m 

B勤は落波下測せ温る熔不岩能8月 12' 20 51.3 72，0 O O 500 極淡青 Z~N 
ぬためし

8 20 ]1 20 53.0 一 74.2 O O 300 決青 Z~E 1/ 

ノ

噴火前に比すればA，C共 19日は粕々低< 20 日は大館同様である.

Fすiit三原山噴火の長津呂観測所に
於ける遠望観測朕況

鈴木正一・良rs

8月 19日の三原山噴火を長津呂観測所より午前 4時 30分から観測した

欣況の概略を記す.嘗日は風穏かで夏季には珍らしく視程が良く噴火の模様が

明瞭に見られた.

4時 30分 噴火は盛りと見え黒a煙は2さを覆ひ真赤友火柱は噴煙の南側に 1

分間に 2同程現れる

4時 41分 (第 1園参照〉火柱次第に大きくたりその櫨績時間も 2分間位

に及ぶものも 2同あった.

4時 45分黒煙向盛んに噴出中なるも火柱は見られすτ. ' 

.( 319) 



5時 00分再び火柱を吹き始め時には 1分聞に 3同位連績的に上升す.

5時 05分火柱途に出なくたる.

5時 07分 太陽面に入り見えたく友り観測を一時中止す.

5時 25分 〈第 2園参照〉此の頃より黒煙の唄-出は無くたり薄次白色のPJ't

煙と友り，前のげ?煙は火口 500m位の庭に依然として浮遊し共

の先端は螺線欺を呈す.上告fSは崩れ各j奇雲型となって西方K披

第ー圏

午前 4 原 45介

第四圏
午前 5照 4う介

鍋物伽九

第二国

顔物揚物脇町一

第三)冨
午前 5)境 29 jテ

倒防協
第五周
午前 5府 59介

穐b

級協物伽ト
鈴木報文附間
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り本所上空に遣す.

5時 29分 (第3国参照〉薄友白色の噴煙中に時々小爆を愛あり共の都度黒煙

を雲の如くに吹き出し10秒位にして既存の螺線欣噴煙に交る.

5時 34分再び黒煙を吹き始むるも火柱は認めちれす';.

5時 38分-弐第に黒煙は薄らぎ前と同様薄友白色とたる.

5時 40分 噴煙は殆んど見られない程薄らぐ.

5時 45分 (第 4闘参照〉遂に噴煙は見えたく左り既存噴煙は殆んど原形

を失ひ中央部は2段の巻唐雲型と主主り南方になびく上部は依然

巻居雲型で西方に績がり本所上空を越し更に西方に延び柏、南方

に移動す.

5時 59分 (第 5園参照〉既存噴煙は遂にこつにわかれ一部が僅か巻雲型

lで残る.上部北側の部分は高積雲型となる.噴煙は認められ十.

6時五分再び活動し始めた模様噴煙は噴き出すが火柱は認められす=只 1

同丈けで其の後煙薄らぐ.

6時四分霞にて腕程悪くなり良ぐ見えたいが噴煙は少い模様

7時 34分叉小爆登あり，噴煙は柏、々南方に鹿く.

8時 00分 山頂積雲に覆はれ迭に観測不能とえEる;

向営所にては爆後音及び、降友は認めちれえにかった.

FT13官三原山噴火の微動験測結果

竹花峰夫

ノ

今岡の三原山噴火に際し本所及び三原山観測所の地震計には綴著左徴動が記

録された.大島測候所は三原山中央噴火口から約 4.2粁距ってをり，平常時に

於ける小鳴動小爆設はウイ{ヘルト式地震計にでも殆、んど記録され左い.営所

で観測を開始して以来三原山の鳴動を地震計で、明瞭に記長ましたのは昨年(昭和

14年)9月の噴火の際と今同との 2同限りである.昨年 9月の噴火の際は数

日聞に亘うて連演活動したが，後動の振幅は最大 20 ミクロン内外で、あった.

(321 ) 



今同の噴火は 19日午前 2時頃から始まったゃうである.本所のウイーヘル

ト式地震計は略同時刻頃より極めて微小在る徴動が現れてゐる.併し始めは鳴2

動が小さかった震に気付かたかったのであらう.2時3'0分頃外輪壁上にある

御神火茶屋にて始めて噴えに気付きたる由である.3時 10-5子頃三原山観測所

にて始めて人鰻に鳴動を感じ始めた.

本所の地震計にて記録せる結果を見ると午前 1時 59.分より記象紙上に徴

動が認められ， 2時 36分頃には彼勤箱、明瞭と左り， 2時 56分頃には振幅は

数ミク，ロン程度と主主った.以後振幅は念に増大し最大 15""'-20 ミクロンとえtt， 

5時 30分前後には最大となり約 8，0ミクロン(三原山観測所では此の頃南北

動で最大 200ミクロンに遣した〉と友った.5時 55分に徴動は急:に一時静止

したがy 同 6時五分再び始まり此の時の最大振幅は南北動にてぬミクロシて

に達した縫穣数分聞にて同 19分に止り以後平静とたった.

fJPち今岡の噴火は 19日午前 2時より同 6時四分に至る約 4時聞に猛

烈な噴火を行ったもので，特に動鳴の最も強かったのは 5時 30分頃であった

振

幅
50 

事1国一昭和 15年三嵐山噴火に工る徴動振幅の菱重化
(大島測候所ウイ 1ヘルト地震計記象に土る〉

，σ 
----ー-0----
21ι ユ

八，
4 5 

時 五リ

ゃうで，とれは三原山観測所に於ける観測者の記録と釘照して略一致してゐ

る.本所及び三原山観測所にて記録せるとれ等徴動の験測結果はヨえに表示する

遁りである.表中最大振幅とは該営する時刻後 1分間に於ける振幅の最大在る

ものを表示したものである. とれを国示したものが第 1園である.

三原山観測所に於て噴火営時の放況を北技手が観測せる記録に依ると，熔岩

く322) 



其他噴出の最も盛んであったのは 3""'4時の間で，其後は噴出物や降友の量も

タくたり，噴出も間獄的となった，印ち噴火開始後約1時聞は蓮績的にしかも

多量の熔岩を噴出し，以後は断績的となって噴出物の量も可たり減少した.但

し鳴動爆音のみは依然衰へ-t'，共第に強くたり 5時 30分頃に最強と友ったさ

ラである.gpちとれは第1国を参照すると地震計に現れた微動の大きさは大鐘

噴火のの際の鳴動の強度と比例してゐるやうである.

備本所に於け‘る徴動の週期は 0.5--1.0.秒位で頻度の最大は 0.8秒位と友っ

てゐゐ.昨年 9月の噴火に依る徴動の週期も略同様の値を得てゐる.

8月 19日l噴火に依る微動観測表

(本所はウイーへルト式地震計 三原山は簡寧徴動計に依る〉

大島測候所

登現時刻 最大振幅 週~期 言己 事

N E Z N E Z 
込

h 111 151 . 8 μ μ μ 日

1 59 微動開始するも験測不能

2， 36 > 2 〉ヨ 一一微動あるを明かに認む

56 5-6 5--6 徴勤柏、頴著となる振幅は数ミクロン位

3 06 一 161 - 一 0.9 

11 一 291 19 1.0 0.9 一三原山観測所にて鳴動を感じ始む

16 23 ー -1 0.9 

21 131 - 0.8 

26 一 一
31 一
36 15 0.9 一
41 15 0.8 

46 一 191 - 0.8 

51 一 11 0.8 

56 15 一 0.7 、

4 01 16 0.6 

06 16 ‘ 0.7 

1J 一 19 0.8 

16 一 11 一 0.6 

21 一 16 0.8 

26 一 15 0.6 
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大島測候所

登現時刻 最大振幅 迦 期 記 事

N E Z N E z 
h m E μ E s 自

1μ 2 
μ 

4 31 0.5 

36 18 0.8 

41 23 1.5 
、

46 15 0.8 一

51 16 0.7 

56 21 0.7 

5 01 29 231 - 1.0 0.1 
、

06 一 、 ， 20 0.6 

11 20 0.9 

16 25 0.9 

21 28 0.9 

26 21 0.8 

31 31 0.9 

36 79 63 33 1.0 0.8 1.5 三原山N200μE170μ

41 29 0.6 

46 23 0.8 

48 50 45 20 0.5 0.6 1.2 三原山N70μE60μ

51 111 - 0.5 

55 20 微動一時止り平静色なる

6 14 52 微動再び拾まる

15 59 50 20 0.5 ¥).6 1.3 三原山N140μE100μ

16 23 0.6 

17 8 ー 0.5 

18 71 - 0.5 

18 50 一一 一徴勤止る以後平静となる
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開zz三原山噴火前後の気象朕態
渡透百助，柴 異

ιi 

昭和 15年 8月 19日三原山噴火の前後の気象欣態の概要をヨえに記す.• 

営夜の天気鉄態は 18日午後6時の天気固に依ると本列!東部に高気星雲があり

芙の他高山附近に小さい高気星雲があって，大島附近は気星雲の谷の中にあった.

三原山観測所に於ける観測に依れば 19日夜宇より午前4時頃迄は南西風 2

，......，..3m/sec. 5時には西の風 2m/sec.であった.大島測候所では夜宇土り南寄の

風4---5m/sec.で、あって，可成り蒸暑く感じたが夏季特に探度の高い嘗地で、はさ

して異常とは思はれたかった.気温，地中温度等も平常と殆んε愛化は左かっ

たゃうである.

向営夜の天気は晴で、あった.

前述の如く蛍夜の地上風は南西乃至南寄の風であったが三原山観測所にて北

技手の観測ぐ別項記事参照〉に依れば午前5時火口の上空に噴出された噴煙は

東寄の鳳t己主きられて観測所の真上に遣した由である.同様に長津日観測所に於

ける鈴木技手の報告(別項報告参照〉に依れぽ同所にて噴煙の遠望観測では下

唐は南西風，中居は北東風，上唐も弱い北東風のやうに観測された由である.

叉降友のあった直域は火Rより南方の波浮港，差木地村であって，噴出塁カに

依って火口直上の柏、高所迄吹止げちれた噴出物がj 中居の北東乃至北寄の精強

い風に主きられて，同方面へ落下したものと推定される.
‘ 

倫岡田港に於ける桧潮儀の記録に依ると， 19日午前 0時が干潮で同 5時

が満潮とえにり噴火の時刻は大謹上げ潮の時間と一致'してゐる.

~ ." { 
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F官iiz三原山噴火に依る被害調査

大島誤.IJ候所

今岡の噴火に依る熔岩の落下したものは内輪山の附近に止まり p 火口縁にあ

る反射鏡展望塞が破損せる他火口茶屋も異欣なく

人畜Kは全然被害は左かったが降友のため波浮港

村，差木地村及野増村の一部に於て農作物に若干

の被害があった(附国参照).

東京府技手河野・松田爾氏の調査に依れば 19

日午前 4時頃より砂礁を混へた降友あれ同 5

時頃は水滴を混へた降友約 20分間櫨穫し此の水

滴を受けた農作物の葉商は忽ち色素を失ひ棉，茄

子等は葉面に穴を穿つに至る.

今岡の噴火に図る被害は多くは此の水滴に依る

降反分布団

ト
l
I
T
-
-

被害である.降友は午前 4""'8時迄であったがp

降友量は割合に少友かうた.

耕土の関係上降友は路上で認められたいが波浮

港村山口ー替は表面黒色に餐じた畑地が見受けられた.甘藷は節句性在るため

~ 
r*"，.祉h

降友の附着多く被害は相営大きい見込である.牧草，青刈玉萄黍F 八丈査の植

付面積は 65町歩で現在被害ほ大して注いが家畜の飼畜上障害があり，此の損

害かでたきい見込であるi

弐に東京府大島支醸の調査に依る農作物の被害の概要を表示する.

昭和・15年 8月 19日三原山噴火降友に依る農作物の被害・

(東京府大島支臆調査に依る〉

被害農作， .被害見積高
|被害程度!被害面積 一一!被害場所|備 考

物の種類 IC--' - - ，- ， :数量|憤格

...  I 反 1_ 円|野清材開伏

甘 藷I1割-1割2分 I1035 I 31432〆1628640ld翻
陸 稲 13分-3分 5減牧 87 I 2石7851 119.751 同
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7結

被害農作 被害見積高

物ρ種類
被害程度 被害面積 被害場所 備ー 考

数量 偵格

里 芋 1分 1/ 74 反 366〆 109.8同0 同
棉 1割-3割グ 16 207〆 1.035 
栗 1割-1割5分グ 245 3石045 121.80 

茄 子 2割-3割グ 355 136.650 4.09950 

落花生炉 5分-1割グ 27 2石7 108 c 

青刈玉萄黍 5分 167 12825〆 384.25 
古 廊 5割 21 3石15 157.50 

飼科用甘藷 5分 300 12.300〆 36.000 葉室のみの利す， 
用を目的と

八丈萱 1割 480 720.000 

菜及大根 1Q割 8 2.160 子肥料代及11.600国国種

紅 豆 3割 125 2:37 142.20、

青刈大豆 1割 14 1.400 42.00 
l' 

呆フ育樹ヂ成オ園
6 一

グラ 8 
ス球

合 計 2315.5 一15.218.20 . 

昭和 15年 1月以降の三原山火日観測表

大島測候所

本年 1月以降に於ける三原山火口観測の成額を共に表示する.本年 1月以

降去る 8月 19日の噴火迄は三原山火口は引績き極めて千静で噴煙も鳴動も

殆んど無く F 只火口内壁が時々崩落す、る在度で、あったF、噴火後火口底は著しく

浅く友り，周園の噴気孔は一時全部噴出が止ったが，数日後再び噴出を開始し

た.現在は噴煙も鳴動も殆んE無く再び平静友成態を持綾し屯ゐる(8月30日

現在).命表中噴気温度の観測地黙は火口周遅西側で比較的高温なる噴気孔 3

個所を選んで携帯用最高寒暖計で寅測してゐる.毎日の観測が無いので温度の

愛化;欣態を知るととが出来危いがy 今岡の噴火の前後にも著しい嬰化はたかっ

たゃうである.

( 327 



昭和.15年 1月以降三原山火口観測表

(∞
ω
∞
)
 

観吋 調IJ 噴気温度 噴 煙 版 況 5分間 . ， 
、9

鳴動敷
記 事

月 日 時 A B C 量 濃度 色 高度 方向

月1 ぜ 6日 1時95分0 一一 111 

Z--3 一 一 一 1 1 白 200 、S '17時頃より風向swよりNW:vc鑓り其の頃より煙の量非常に多くなる
、.'115 .15 00 45.2 O O決青不明不明 一 鳴動の程度ぶ e

1 25 '15 -00・ 32.7 ，- 一 一←ー淡青不明 一
2 -5 14 50 52.5 一 1 1淡青 150 S なし 火口底南西部見沙，煙は南東側ょP時々猛烈に噴出、す
210 : 8 "30 52.9 1 1 白 801 S な し 火口壁て北見西側より岩石自然に崩れ落ち其の反響，鳴動に似たり.底.

煙に えず
2 151450 51.4 O O白 501 NW  3徴 煙 2ケより出る.底.煙のたbはっきり見えず

3 15 15 '00 54.0 一一 O 0淡青 301 NE ‘191 東側気火多口壁崩れ火日底に積る.震民底が柏々西に傾きたる感あり.噴 L-
3;25 14 40 54.0 一一 2 2白 100 NE なし
4151458 64.0 74.3 1 1青白 '250 211、火B，口監C百貼側の小測温抗をよ始り噴む気多量に出る ‘ 52.4 SW 

‘42515 00 53.1 ] O薄友 500 SE 2/1、硫黄臭強し，噴気黄色を帯ぷ‘令、

煙火東口側南側よ 2り多ケ所〈噴出気る.多 L，I対近地面温度 29.000 ‘ 5 6 15 '00 54.4 62.2 74.4 O O薄茶 100 Z 2寸治

5 15' 15 '00. 51.5 60.0 75.0 O O不 不 不 23 

5.26 "15 00 53.0 62.8 74.0 2 2白 250 SW 6/1、一
G 6 '1550 52.0 63.9 75.1 O O淡青 120 も〆Z 5/J、煙出少〈底附近より見ゆ.煙り霧は底にの北々東側より出る. 鳴動毎』で.煙が噴き

る. 火山毛あ て見えず

6 25 15 01 51.8 63.8 、74.9 一一 一 強風のた占う鳴風のため鳴動聴取困難なれ火山毛を採取ず
7 25 17οo 一一 一一 一一 一一 一市 別項くJl!島報丈〉にあり

一、 目V 門『←

8 5 17ρo 一← 一一 一一 グ

8.，15 .15 :05 一 一一 一一 一 一 一 ゲ

8 '25 15 00 50.0 49.5 74.5 O G 白 不 Z なし

口内暗んど後煙1に0分抗はな3策頃き0程火にヶ所微噴口北位量出側ケ主O O 噴気時吋 ケ
8' 2618.55 50.3 50.8 72.2 

く2)く2) 16時215分1其5頃の 所な3をり噌何所位1もJ噌加しつLあり



三原山火山毛に就て

竹花 rh幸夫，鈴木正一郎

1. 緒言 火山毛とは岩奨が念激えに噴出底力で空中に押出され冷却凝匝|する

時延びて細長い繊維欣となったものを?縛する. とれは丁度硝子棒を熱して飴の

枝に在った時急:に引き延ばすと総の様に長く固まるのと同ーの現象である.往

時は浅間山の噴火の際にも採取され，其の他我が岡に火山モの降った例は多く

記録に残ってゐる.布止のキラウエア火山では津山採集されy 長さも最長数十

料に及ふものがあり，色は黄金色で光保があり，丁度西洋婦人のモ髪に似てゐ

ζコ.

三原山でも従来噴火の都度か左り長いものがH責出された.最近で、は常時中町

火口烏動の際屡々少量づっ採取されるが:長さは何れも短く 10粧に達しないもの

が多い.色は茶褐色及び淡黒色の Z種がありキラウエア火山のものに比べると

光洋は少く額徴鏡で見ると結節(コプ〉の割合に多いのが特長である.

火山モをと採集するには成る可く H立出の瞬間か或は噴出の直後にするととが必

要でy 極めて微細友ため一旦地上に落下すると験出採集は困難で，風の魚飛散

し易く，降雨等あると一時に流犬治散してしまふ.三原山中央火口周遣の熔岩

塊の下敷となり或は岩の間際等を仔細に検索すると風雨に洗ひ残された古いも

のが往々採集出来る.

著者等は火口観測の都度とれを採集しつ Lあったがy 共の内柏、古いものと最

近噴出したーものとを針比し，代表的友ものを摘出して其の形態，透明度y 色等

に就き穎微鏡にて外観的に観察した結果をヨたに若干記述する.

2. 火山毛の形態著者等が現在迄採集せる火山毛の内から柏古いもの 36

本y 昭和 15年-8月 5日採取のもの 50本， 8月 16日採取のもの 30本，

合計 116本の標本を摘出して額徴鏡で調査しy向比較のためハワイキラウヱア

火山のもの(営所参考館に陳列しあるもの)の中から若干の断片を取出し比較

封J!討した.
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=原山にて産出する火山モは黒色の玄武岩質熔岩から生成されy 色は黒色，

淡黒色，茶補色等でy 太さは可在り 館1闘火山毛の願微鏡篤農

太いものから辛うじて肉眼で認め得 三原山の 火山毛

る程度の細いもの迄直々である.長

さは 10糎以上のもの もあるが多く

は数例以下のものが多い.潟真第 2

闘は今岡 (8月 19日の"tt火〉噴出

した熔岩の破片中の標本的なもので

火山モ生成の過程を示すもので、， (1) 

は熔岩JJ-で外皮には一面K短い火山

毛が出来か Lつてゐる.今岡噴出し

た火ffl弾の外皮に火山モが!昨日!妹巣般

に一面I'Cfy付着してゐるものも多数あ

った.(2)は一層展張されて火山モ

が密集して網目般を在してゐる.(3)

は熔岩片の細jj-を含んだ短い火山毛

の断片である.

顕微鏡で見た三原山火山モの献態

は一般に真直友棒欣叉は一端の方が

細い針欣を友 し樹枝の如 く結節(コ

プ)が認められる. との癖の間隔は

不定で 2""3粍から 10数粍K及び

ハワイ キラウ エアの火山三E

或は全然嬬の友い針金の様に真直左ものもある.また腐と鼎との間K小さい気

泡を含んだものもある.奇形的友ものKはlllHfNHt九塊J伏，府¥1111の甚だしい樹枝

欣y 空洞のある樹幹欣を友すもの等がある (第 3園参!!の.また肉眼で辛うじ

て認め得る程度の細い ものは細糸欣を注 し太さは5ミクロン内外で綿の繊維と

殆んど識別し難いものもある.

3. 火山毛の透明度 顕微鏡で見た火山モは硝子の様K極めて透明友もの

とy 毛髪の様友黒色を呈して殆んど不透明なものとある.概略の透明度を (2. 
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殆んど透明なもの)(1.柏透明な もの)(o.不透明た もの〉と賓測した標本を 3

階級に直介して見ると第 1表の如

くたる.

第 1表中三原山のものは採取日

の異るもので可たり相違がある.

特に柏古いものは透明主主ものが殆

んど友 くy 柏透明或は不透明た も

のが著しく多い.概して三原山の

ものは透明夜ものが少し中間の

ものが多い.とれに比してハワイ

キラウエア火山のものは全部透明

であった.

事 2聞 火山毛の生成過程

昭和 15年8月 19日のl噴火の際採集

(t) 火山毛を合んだ熔岩片

(2) 火山毛が密集して和HI犬になったもの
(3) 熔岩の小片に混った火山毛

1 I ClI! 

部 3 問 票貫徹鏡で見た三原山火山毛の形態

〆

M 液製

~ 
信三三塁言語

2 

者 割

2 

4. 火山毛の色 三原[11火[11毛の肉眼で見た色は粕光輝ある漆黒色で， 細 く

在ると幾分茶褐色を呈してくる.とれを顕微鏡で見ると茶褐色〈水飴色〉のもの
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と淡黒色のものとありとの雨者の中間の色のものもあるがy 大樫2種に分類出

来る.ハワイキラウエア火山のものはとれに比して殆んど全部が光姉の強い茶

禍色(黄金色〉を呈してゐる.

策 1表火 ILr毛の透明度

一一・ 時〔 山 1 キラワエ

透明度
手~、古いもの 8月5日採取 8月16日採取 メELI 計 ア火山

】。 戸。 18 7 27 35 

1 26 ;{2 23 81 O 

O 8 O ‘O 8 O 

策 2表火山毛の色

一一一 出f リl

色
8月5間取18月間i採取[合和古いもの 計 ア火山

茶褐色 22 29 e5》1・ 54 35 

j炎黒+色 14 21 27 62 O 

とれ等三原山の火山毛の色に 2種類あるのは火山毛を成生する原熔岩の鍍物

的性質が異るに依るものであらう.

5. 火山毛の太さ 顕微鏡のスケールガラスで測定したj(JLJ毛の太さは 1ミ

クロン程度の細いものから最大 200 ミクロン位迄種々ある.叉 1本の火山モ

の断片でも太さの一様たものは少く不規則たものが多いので， 1本の火山毛に

就て最小と最大の太さを測定してy との千均値を其の火山毛の千均の太さと見

倣した.この 10ミクロン毎の頻度分布を表示したちのが第 3表で?これを岡

示したものが第 4匿lである.

第 3表火山毛の太さの頭度分布

火山毛 一一 !京 ~L! キラウ

の 1=1 1豆 8月5日 8月16EI 毛 d長a室-

柑古いもの
採取 採取

合計 エアjく山

ミクロン

。9 12 1 13 

10-19 4 2 6 1 

20-29 1 14' 4 19 。
30-38 。 ]2 6 18 15 4 

( :1::12) 



Jた山毛 一一一 原 山 キラウ

日径 稽古いもの採8月5取日 8 )316日 メιLム5 エア火山ー
毛 髪

dコ
採取

計

40--49‘ 2 1・ 3 6 '2‘ O' 

50ャ 59， 2 1 .5 8 1 1 

60--69 6 。ー 4 12 4 1 
。 4 . ， 

70--79 3 O 3 6 3 5 

80--89 2 2 O 4 1 2 

90-:99 3 . 2 1 ゐ'6， ‘o I" 5 

100~109 5 一 一 、5 ー
1、 1 

-・

110、119 6 6 O 1 
ザ

、l

120--129 3 3 1 
F 

130--139 1 1 2 ー・ 一
140ゃ 149 1 1 

150--159 O 
p 
一 O ， 

可...

160--169 1 一 1 

合平fミ均ク直ロン計径〉

35 20， 

92.7 29.6 50.0 54.4 47.4 74.5 

只火山毛η太さの頻度を吟味すれば大きいものは熔岩の細長い破片となる迄

無限にあるに達ひたいがy 依りi亡 200ミクロ yを太さに依る火山毛の限界と見

イ故したものである

集 4 闘火山毛の太さの顔度分布

媛 2仇 vv 
l支

0.06 0.10. 0.15 0.20. 
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第 3表に依って見ると精古いものは他に比して著じぐ直径の大たるものが多

い.とれは時日の経過に依り直径の細いものが多く治散流夫Lたものと考へら

れる.8月 5日採取のものは細いものが割合に多く， 8月16日採取のものは

大韓爾者の中間にある.とれ等を合計した全部の頻度分布は第3園に示す如く

20---40ミクロンの所に頻度の最大がある.ハワイキラウエア火山のものは30，，-

40ミクロンが最大で，大龍三原山のものと太さの黙では類似してゐるやうであ

る.向参考のため筆者の毛髪 20本に就て共の太さを測定した結果平均 74.5ミ

クロンとなった.とれを火山毛の平均の太さと比較すると三原山のもの 54.4ミ

クロン，キラウエア火山のもの 47.4ミクロンで、毛髪より幾分細いゃうで、ある.

6. 結語以上述べた，ととを要約すれば

i) 最近三原山に於て著者等が採集した火山毛に就き議員徴鏡に依る若干の観
九

察をなし同時にハワイキラウエア火山のものと比較鈎照した.

ii) キラウエア火山毛は一様に色は茶褐色(黄金色)で透明であるが，三原

火山毛は茶褐色のも'のと淡黒色のものが相宇し，不透明友ものもあり，形態も

癌のあるものや奇形友ものが多い・'

iii) 火山毛の直径は著者等の測定では 20---40ミクロンが頻度の最大であ

り，キラウエア火山のものも大韓一致してゐる.

終りに臨み平素御指導を賜はる岡田先生に謹みで深謝の意を表す.

大島元村附近にある湧水井の水温の愛化

JII 島
r.!ι-
吊

τt:-
仁l

三宅島の噴火後島氏は噴火に封しでかたり注意深くなり'8月上旬頃より元村

南々東 400m，標高 60mの個所にある八重川湧水の温度が昇ったのに注意す.

るものがあった.八重川の湧水池は 4m2，深サ 2mあり地下水に乏しい元村

附近では唯一の泉で主として飲料水に使用し四季殆んど渇水するととが左い.

試みに此の泉の水温を 8月 12日頃から測定しでみた.

叉同時に元村海岸近くに「はまのかはJと稽する無査の湧水井戸があり固形
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で径3m，地下深サ 10m，水深約 3m，内側は玄武岩で築き上げでありかなり

古い時代のものである.此の井戸は海岸近くにある関係で潮の干潟と関係あり

幾分麗分を含んでゐて飲料水にはたちたい.7K脈は底の東南東より径 20cm程

の横クたから出てゐると云はれる.八重川湧水池と同時に此の井戸、の水溢も測定

してみた.ヨた表が共の測定値である.

.. 
八の重川泉‘
はまのか

観測月日 -時
はの井戸

備 考

m .o(J 。。
8 12 17 30. 18・3 八重川水面下 1m82

グ 14 17 40. 17・7

グ 17 17 30. 17・3 20.・2 はまのかは水面下 2m9um観測 18h15m

グ 19 17 30. 17・2 19・2 はまのかは観測 18h2urn

1/ 23 17 30. 17・3 20.・3 グ 18huum . 

、 幽E

此の測定の結果K依ると，噴火営日の水温は 3--5同観測の平均より見る時

反って降って居り附近にて常時測定してゐる人の話に依ると 8月頃の八重川の

水温は 12.........15
0C位であるとの事であり此れと比較す:れば今向測定せる水温は

か友り高温であったやろである，

此の観測の結果に依れば村民の云ふ如き水温の異常は幾分あったととに在る

が何分正確た測定が無いので今後引渡き賓測をたし調査する考へで、ある.

Fすi;百三原山噴火に就いて

中央気象蓋本多弘吉5 木津 殺，柿崎英一

昭和 15年 8月 19日午前 2時頃から同 6時頃迄の間に行はれた伊豆大

島三原山の活動陀就いては大島測候所及び同所の三原山観測所に於ける観測結

果及び同所員の分捨して執筆された前項迄の報告により詳細に知る事が出来

る.

筆者等は命により中央気象豪の観測結朝潮丸により同島に念行し大島測候所

と協力して翌 20日早朝から火口附近の踏査を行った.その結果は前項の報告

に詳し乙述べられてゐるから此庭には重複を避けてその他に特に気附かれた事
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を三三記すに止める.

今回の活動に先立ち数日前から火口壁が崩れたり，火口底の一部に赤熱した

熔岩が露出し異常の活動を示し何とたく不気味であったと云ふ事でるる.併し

19日活動を始める以前には三原山観測所に設置しである地震計に感歩る程の

地動はなかった様子である.20日午前中火口附近を踏査したが従来たやまさ

れた刺戟性のガスは全く友くたり叉水蒸気の噴出も殆ど止み却って気味悪い位

.であった.火口!まは以前よりす=っと浅くたり且つ掲出物岩石片等により埋まっ

て千坦となり，且つ蒸気の噴出が殆ε無くたった震に火口jまの様子が非常には

っきり見える様になった.東側の一部に赤熱熔岩の見える所がある.赤黒いあ

る昔s分が失第に赤く輝いて来たかと思ふとパツと花火の様に爆登し直ぐ叉赤黒

くたり 2，3分して叉赤く輝いて爆設する事を繰り返してゐた.

主として掲出されたのは火口壁を形成してゐる岩石の破片や古い熔岩塊を新

熔岩で包んだ火山弾的のもの及び新熔岩片等である.新熔岩片の冷却したもの

は黒く光り比重は1.3""-2.0位の非常に粗惑でコークス欣を呈し表面は針欣総朕

或は毛肢を注してゐるものが多い.馬民(芙のめのぐA)の左側のものは古

い岩石を新熔岩が包んだものが掲出され落下した際の衝撃で破壊したものであ

る.(E)は古い熔岩塊を新熔岩が包みやはり落下した衝撃で新熔岩が愛形し

中味が現はれたものである.

潟真(某のめの (C)は古¥.0岩石の一部に附着し新熔岩が念に引張られた

様た形で無数の針朕.総吠或は毛放の織維的構造を示してゐる.潟異ぐ芙 4)

は此の部分の怒徴鏡弱震であるが如何にも飴の様主主粘性の大きい物質が急:l'L.dI

張られたゃうた様子がよく覗はれる.その異常に細長くたったものが所詣火山

毛である.

総りに臨み大島測候所及び朝潮丸の方々の御好意に封じて深謝する叉額微

鏡潟真撮影民御助力下さった松居技手に御躍申上げる.

(昭和 15年 8月 31日 中央気象墓にて〉
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